






The injury report at Ryutsukeizai University
rugby football club in season of 2013
Taisuke OHISHI, Koji MORIMOTO, Kentaro SUZUKI, Toshiya URUSHIHATA, Satoru HIRAGA
Tatsuji UCHIYAMA, Chi Yonki, Ryuichi NAKAMURA, Kazuki YOSHIDA, Charles Louw, 
Koji INOMATA, Makoto NISHIKI, Shintaro MORI,Tsukuru NAKAYA,Yuichi UENO, Mutsuo YAMADA
キーワード：ラグビー，外傷，2013，受傷状況，受傷部位






















3 名，非常勤理学療法士（以下PT） 2 名，常
勤PT 1 名，ストレングス＆コンディショニン
グコーチ（S&Cコーチ） 1 名と，アスレチッ

































①軽症…… 4 日以上， 1 週間未満











2011年度 230 136 1.69
2012年度 163 128 1.27 



































































































































受 傷 部 位 別 件 数 で は 多 い 順 に 頭 部30件
（24.2％），膝関節21件（17.7％），足関節18件
（14.5％），肩関節12件（10.5％）であった。受







































コンタクトによるものが 3 件増加した（表 2 ）。
受傷内容は，多い順に内側側副靭帯損傷 8 件
（38.1％），前十字靭帯損傷（複合靭帯損傷含む）


































2012年度 29 27 2



















































































順に肩関節脱臼 4 件（33.3％），腱板損傷 2 件
（16.7％），肩鎖関節損傷 2 件（16.7％）であった
（図13）。また，受傷機転では「タックルされて」











2012年度 40 26 13















































例が 2 年生以上であった。流通経済大学では， 6
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